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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
・第1回院内

　日　時：5月26日（水）、27日（木）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階　会議室

 　テーマ：｢現場における精神医療サービスの在り方｣

　講　師：佐藤ＡＯＭ
＜全体連絡＞

・5/17（月）看護学生1名実習あり

・青陽館 コロナ対策利用停止目安・行動聴取表を作成。周知の事。

・今年度の上半期個人目標・行動観察メモについて
5月21日(金)までに斎藤SGMまでWIZメールするように。
・医療福祉学会 学術研究について

　学術チームも事業計画チームで分かれて、2題提出。
テーマ決定と、ある程度の研究方法の決定をして5月中に斎藤SGMへ報告の事。
・各受け持ち毎に精神科の入院期間が最長1年未満の利用者様のチェックとデータベースへの情報の入力を6月中に終えること。

＜利用者様情報＞

デイケア
・田向　玲美様～表情穏やかに来所し、他利用者様と笑顔で交流を持ち過ごしている。やや気分の高い様子があり、今週水曜日に交際相手の父様が青森市へ出掛けるが、交際相手に会うためにデイケアを休みたいと言う。交際相手が「デイケアを休めと言う。」との事だが、デイケア利用の目的について振り返っている。交際相手の父様が感染するとは言い切れないが、念のため交際相手と会う事は控えてはどうか促し、以前も同じような理由で感染予防の為デイケアを2週間休みになったが、休み中に交際相手に会った為更に2週間の延長になった事を振り返るが「ダメかな。」と返答している。
ショートケア
・河津　繁吉様～送迎時に妻様から情報がある。本人が「弟が迎えに来るから、お前は来ないで良い。」と発言があり、連絡があったのか聞くと「テレパシーで言っていた。」と発言していたとの事。デイケアでもスタッフへ「今日はご飯食べないで帰る。」と話し掛けがあるが、「持ち帰りましょう。」と声を掛けると応じている。時間を上手く使えないと相談があり、スタッフの促しで作業療法では他利用者様とトランプをして過ごしている。昼食後も「弟が迎えに来る約束になってる」と定刻前に出ていこうとする場面が有り繰り返し説明している。

デイナイトケア
・繁名　和恵様～青風より情報提供あり。来所前に肛門と陰部痛の訴えが聞かれ、歩行に支障が出ると訴えがありデイナイトケア欠席の希望が聞かれていたとの事。痛みの状況を確認しデイナイトケア出席を促すと、本人様より頓服薬服用の希望が聞かれ、来所直前にポンタール錠1錠服用したとの事。服用後は痛み訴え軽減し、定時に青陽館に来所している。本日のデイナイトケアでは朝のミーテイング終了時まで穏やかに過ごしているが。運動療法開始前に机に伏しており、スタッフが声掛けするも返答鈍く「具合がわるい」と小声でブツブツ呟いている。運動療法は欠席している。20分程度そのまま休養すると、自ら起き上がり11時からのプログラムには通常通りに参加している。
・義積　砂織様～青風荘より情報提供あり。14日（金）のデイナイトケア体験利用後、青風荘に1泊の体験入所実施しているとの事。穏やに他利用者様と交流を図り定時に就寝したと。15日の起床後に夜間は緊張感があり、睡眠時間は約2～3時間であったと報告が聞かれていたとの事。また、9：00頃頭痛の訴えが聞かれ、カロナール1錠服用していると。服用後は痛みの訴えは聞かれず経過していたとの事。体験入所の振り返りでは「とても良い所でした」と感想が聞かれ、デイナイトケア利用や青風荘入所に対し前向きな発言が聞かれていたとの事。

＜青明舎登録者様情報＞
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＜グループホーム入居者様情報＞
[image: image5.emf]
